至急　青年部・女性部関係

自治労北海道FAX情報

	標

題
	米核空母「ジョージ・ワシントン」横須賀母港化反対の抗議打電行動
	送信先
	全単組・総支部

	
	
	日  時
	2008年9月25日

	取扱
	キーステーションを通じて

全単組・総支部へ
	文書種類
	取り組み依頼

	
	
	担当部
	青年部（渡邊・根本）

女性部（上島・高山）


米核空母「ジョージ・ワシントン」横須賀母港化反対の
抗議打電行動の取り組み
日頃の活動に対し心から敬意を表します。
　さて、原子力空母「ジョージ・ワシントン」が9月25日に、神奈川県・横須賀港に入港配備されました。米軍は、原子力空母ジョージ・ワシントンの火災事故にとどまらず、米原子力潜水艦ヒューストンが2年以上にわたって放射能漏れを起こしていたとの発表があり、国民の不信感はますます募っています。しかし、米国、日本政府は、このような状況においても配備をすすめ、原子力空母の母港化の方針を変えようとはしません。
このことに対し、全単組・総支部の青年部・青年女性（婦人）部・女性部から、日米政府に対して抗議打電行動を行いたいと思います。別紙のとおり抗議文書を添付しますので、期間が10月2日までと、大変緊急の取り組みとなりますが、よろしくお願い致します。
記
【打電行動の取り組み】
1　抗議文（案）
　　2008年9月25日の横須賀基地への原子力空母の入港配備に対する抗議文
2　抗議先
　＜日米両政府へのＦＡＸ等の集中行動＞ 

○麻生太郎・内閣総理大臣　宛
東京都千代田区永田町２-３-１　首相官邸
ＦＡＸ：０３-３５８１-３８８３

○米国大統領　ジョージ・Ｗ・ブッシュ　宛

Ｊ・トーマス・シーファー駐日米国大使

東京都港区赤坂１-１０-５　米合衆国大使館
ＦＡＸ：０３-３５０５-１８６２
【取り組み期限】

　10月2日（木）までの取り組みとします。

【取り組み報告】

　取り組み結果を（別紙１）により各地方本部青年部へご報告下さい。

以　上


